
令和７年度「特色ある学校づくり対策事業」実践事例 

佐世保市立船越小学校 

 

所在地 佐世保市船越町７５９番地 

校 長 山口 みどり 

児童数 １１９名 

学級数 ９学級 （令和７年５月１日現在） 

 

 

めざす児童像 

やさしい子 考える子 たくましい子 

 

１ テーマ    ふるさと・夢 ～新発見 再発見～ 

２ 目 的 
 （１） 体験活動の充実：平和教育、自然体験、キャリア教育、栽培活動などを中心

に、地域人材等や資源、専門機関との連携を生かし「ひと」「もの」「こと」

への多様なかかわりの機会を設定する。地域のことを見つめ直すと共に、未来

への夢やあこがれを持ち、他人を思いやる心・美しいものに素直に感動する心

・命を尊重する心など豊かな心を育てていく。実社会や日常生活の中で生きて

働かせることのできる能力を高める。これらを通し開かれた学校づくりを推進

する。 

 （２） 学力の充実：確かな学力をつけるため、標準学力調査を実施。その結果を分

析し、学力向上に向けた授業改善に活用するとともに、本校の取り組んできた

学力向上対策の効果を検証し、さらなる学力向上へつなげる。 

学校教育目標 

自他のよさや可能性を認識し、未来を切り拓く力を身に着けた

子どもを育てる 

～進んで気づき、学び、行動する児童の育成～
 



３ 実践内容及び成果 

（１） 体験活動の充実                                                                                 

 ① 「野菜を育てよう」（通年）                

地域の方から菜園を借り、１・２年生、支援学

級が、夏野菜や落花生、イモなどの栽培活動を行

った。 

生長過程を観察したり、育てたものを食べたり

する活動を通して、収穫の喜びや働く人の苦労、

いのちの大切さを学習することができた。 

  ② 「交通安全教室」（４月）                      

１～３年生児童が運動場に集まり、交通安全

教室を実施した。船越っ子見守り隊、交通指導

員、防犯パトロール、交通ボランティア、船越

交番の方々にご指導いただきながら、交差点で

の歩き方、校門前の横断歩道の渡り方などを具

体的に学ぶことができた。 

③ 「九十九島の磯の観察」（５月）                      

３年生の地域学習の一環として、講師をお招

きし、九十九地区の海辺に生息する身近な生き

物についての学習を行った。学校近くの浜辺に

も様々な生き物が生息していることについて知

り、九十九地区の自然について再発見するとと

もに、ふるさとを愛する心情や、自然を大切に

していこうという態度を培うことができた。 

④ 「戦争体験講話」（６月）                           

４・５年生が、平和学習の一環として、音楽

室で佐世保空襲を体験された佐世保空襲を語り

つぐ会の方から実体験に基づく講話を行ってい

ただいた。戦争を体験された方の高齢化が進む

中、私たちが住む佐世保市で現実に起きた空襲

による戦災についての話を聞くことができた。

さらに、平和集会では、学んだことや感じたこ

とを発表することを通して、改めて、戦争の悲惨さを知り、これから自分たち

が平和な日本、平和な佐世保市を築いくとの思いを新たに持つことができた。 



⑤ 「身近な生き物にふれよう」（６月）                 

３年生の地域学習の一環として、講師をお招

きし、九十九地区に生息する身近な昆虫につい

ての学習を行った。学校園や近くのため池に出

かけ、様々な生き物が生息していることについ

て知り、九十九地区の自然について再発見する

とともに、ふるさとを愛する心情や、自然を大

切にしていこうという態度を培うことができ

た。 

 

⑥ 「子どものためのコンサート」（６月）                              

 全学年が体育館に集まり、市原さんに

よる「いっちゃんコンサート」を実施し

た。歌やオーボエの演奏、子どもたちと

の共同演奏などを通して、音楽の美しさ

や音楽に触れる喜びやなどを十分に味わ

うことができた。また、地域住民にも公

開できた。  

⑦ 「保幼小交流会」（１０月）                  

 本校１・２年生と近隣の保育児が一堂

に集まり交流会を行った。体育館でゲー

ムをして共に楽しんだり、教室で小学生

と園児の交流を図ったりすることで、次

年度、入学を迎える児童への理解を深め

るとともに、上級生としての自覚を持た

せることにつながった。 

 

    

⑧ 「平戸神楽鑑賞会」（１１月）                      

全児童が体育館に集まり、神道佐世保支部青

年会による平戸神楽の鑑賞会を実施した。 

地域にも呼びかけ、共に鑑賞した。九十九地

区の神社で受け継がれている平戸藩に伝わる伝

統的な神楽の演目を興味深く鑑賞することがで

きた。皿や刀を使った舞など、演目の特徴も十

分に味わうことができた。 



⑨ 「地震体験」（１１月）                      

地震の避難訓練に引き続き、全学年が防災教

育の一環として、地震体験車による地震の体験

を行った。震度６強の地震がどれほどのものか

を実際に体験することで、地震の恐ろしさや万

一への備えの大切さに気づき、防災への意識を

高めることができた。 

  

  ⑩ 「宇宙の美しさを体感しよう」（１１月）                      

全校児童が体育館にて、プラネタリウム解

説員による講演会を行った。宇宙の魅力や天

体について話を聞くことができ、広大な宇宙

に対する興味を高めた。 

また、ウクライナ人のプラネタリアンの方

からは、現在のウクライナ戦争の現状につい

ての話も聞くことができた。 

  ⑪ 「静電気で遊ぼう」（１２月）                      

２年生は、佐世保高等専門学校から講師をお

招きし、理科室で塩化ビニル管を使った静電気

の実験を通して、楽しみながら静電気の仕組み

について学ぶことができた。児童は、静電気が

どのようなものか、身近な経験の中からからも

改めて考えることができた。また、科学の面白

さや不思議さを十分に味わうことにもつながっ

た。 

⑫ 「茶道・生け花体験教室」（１２月・１月）                              

     ３～６年生は、地域のお花ボランティアの

方に来校いただき、家庭科室で生け花や茶道

の体験を行った。 

一輪の花を見つめ、その花の最も美しい向

きや長さなどを考えながら花器に生け、美の

感覚を磨くことができた。また、茶の湯で

は、相手へのおもてなしの心を体現する作法

や日本の伝統文化にふれ、そのよさを知ると

ともに、受け継いできた先人の功績についても改めて考えるきっかけとなっ

た。 



（２） 学力の充実                                               

 学力調査による実態の把握と活用                 

８月に全国学力状況調査の結果考察、１２月に

全校児童に、標準学力調査を実施し、国語科と算

数科における実態を把握した。検査結果より各学

年及び個人の伸びと課題等の傾向を分析し、個に

応じた指導の手がかりとした。この結果をもと

に、児童の実態応じた学習課題に取り組ませるこ

とで、学習内容の定着に生かすことができた。ま

た、家庭へも結果を伝えることで、学校と家庭とが連携して取り組むという学力

向上への意識を向上させることができた。 

 

４ 今後の課題 

    今年度も、特色ある学校づくりの予算をもとに、体験活動の充実や学力向上に

向けた取組を行えた。今後の課題として以下の充実に努め、次年度の活動をさら

に充実させる。 

   ○地域学校協働活動との連携 

   ○児童の興味や関心に応じた柔軟な事業計画 

   ○地域に出向き学習する機会や活動の拡充 

   ○地域資源の隠れた魅力の発掘とその可視化、活用 


